
 

知っておきたい！ 

多文化共生・滞日外国人ソーシャルワーク研修 
 

「国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的ちがいを認め合い、対等な関係を築こうと

しながら、地域社会の構成員として共に生きていくこと」を多文化共生といいます。 

私たちの暮らす北海道では外国人の方が増えております。私たちは国籍や文化や言葉の「ち

がい」を認めながら支えあうことが必要ではないでしょうか。 

 

外国人の方は北海道で過ごす中でいろいろな課題や問題を抱えていることがあります。 

本研修は多文化共生の視点でわたしたちソーシャルワーカーが北海道に暮らす滞日外国人の

方々の生活課題・困難へのソーシャルワークを基礎から学ぶことを目的としております。 

 

滞日外国人のクライアントが来られたとき、どのように支援を行えば良いのかご存知でしょ

うか？滞日外国人支援に関わっている方、関心のある方、是非ともご参加くださいませ。 

 

対象者：①外国人医療に関心のある方 ②滞日外国人支援に関心のある方 

③福祉現場で働く方ソーシャルワーカーの方④社会福祉専門職を目指す学生の方  

応募方法：E-mail または FAX にてお申し込み下さい 

お問い合わせ：北海道大学病院 相談室 富田（011）706－7025 

10 月 8 日（土） 13：30～17：30 

北海道大学 遠友学舎 （札幌市北区北１８条西７丁目） 

時間 講座の内容 講師 

13：30～15：00 外国人における福祉課題と適用 

される社会保障制度・福祉サービス 

南野 奈津子 氏 

（昭和女子大学 専任講師） 

15：00～15：15 休憩  

15：15～16：15 外国人医療サポート・異文化 

について 

芦田科子氏 

（NPO法人エスニコ代表理事） 

16：15～17：15 滞日外国人支援の実際 事例検討 高瀬 博司氏 

（釧路赤十字病院 MSW） 

17：15～17：30 まとめ  

 平成２８年度北海道 HIV/ AIDS医療者研修会 ソーシャルワーカー研修 

定員 50 名 

参加費 無料 

 



知っておきたい！多文化共生・滞日外国人ソーシャルワーク研修 参加申込書 

FAX:      

E-mail：
参加者氏名 所属 連絡先（電話・E-mail） 

   

   

   

   

   

配慮事項等が御座いましたらこちらにご記入下さい。 

 

 

 

 

 

講師にお聞きになりたいことをお書き下さい。 

 

 

 



北海道大学札幌キャンパス地図 

 

遠友学舎 


